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           ２０１２年８月３０日 

各 位 

 

子会社における酸素吹石炭ガス化複合発電実証試験設備の受注に関するお知らせ 

 

日本カーバイド工業株式会社 

 

 日本カーバイド工業株式会社（本社：東京、社長：平田泰稔）の子会社であるダイヤモ

ンドエンジニアリング株式会社が、大崎クールジェン株式会社（本社：広島、中国電力株

式会社と電源開発株式会社の共同出資会社）より、酸素吹石炭ガス化複合発電（IGCC）実

証試験設備の一部である石炭前処理設備、微粉炭・チャー搬送設備を受注（金額は非公表）

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

【受注設備の概要】 

・石炭前処理設備：石炭を微粉化する設備 

・微粉炭・チャー搬送設備：微粉化した石炭およびチャー（石炭から揮発分の抜けた炭素

と灰分からなる粒子。ガス化炉から排出される生成ガス中の未燃炭素の飛散物）を加

圧された高温のガス化炉に定量供給する設備 

 

 今回採用された設備は、この IGCC の安定運転に必要なものであり、ダイヤモンドエン

ジニアリング株式会社がこれまで培ってきた高精度の粉体搬送技術、大手鉄鋼メーカー向

け高炉への微粉炭吹込設備の納入実績、様々な運転条件に適応できる高温・高圧粉体の定

量・安定輸送システムの確立等が評価された結果であると考えております。同社では、こ

れを機に、今後のわが国のエネルギー政策においても重要なベース電源として位置づけら

れると思われる石炭火力発電分野での受注拡大に努めてまいる予定です。 

 

なお、今回の実証試験設備（発電所）は広島県大崎上島町に設置され、2013 年 3 月着工、

2017 年 3 月より実証試験開始となる予定です。 

 

【IGCC について】 

 石炭を高温高圧のガス化炉で酸素を用いて可燃性ガスに転換し、そのガスを燃料として

ガスタービンを駆動し、さらにそのガスタービンの排熱を利用してボイラーで蒸気を発生

させ、蒸気タービンを駆動して発電を行うシステム（ガスタービンと蒸気タービンにより

複合発電する技術）です。 

 IGCC 技術は、国の審議会の報告において提言された、「ゼロエミッション石炭火力発電」

の実現を目指した実証研究プロジェクトを推進する計画における基幹技術とされています。 

従来の石炭火力発電を上回る発電効率の達成が可能であり、CO2 排出量の削減が期待でき

るとともに、CO2 を分離回収する技術と組み合わせることで石炭火力発電のゼロエミッシ

ョン化の前進に大きく寄与することが期待されています。 
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【ダイヤモンドエンジニアリング株式会社の概要】 

本 社 ：富山県魚津市 

代表者 ：代表取締役社長 篠崎晋也 

資本金 ：9,000 万円 

業 種 ：総合プラント建設業 

主たる事業内容： 

     ①製鉄・化学・環境プラントなどの計画・設計・製作・施工・管理 

     ②各種設備のメンテナンス 

売上高 ：58 億円（平成 24 年 1 月期） 

従業員数：176 名 

 

以 上 

 

◎本件に関するお問い合わせ先： 

日本カーバイド工業（株）総務部長 栗原清隆 （TEL：03-5462-8220） 

 

 


